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りそなホールディングス 市場企画部

コアコアCPI（除.生鮮食品・エネルギー）は前年比+0.6%と前月
（+0.5％）から小幅に伸びを拡大させた一方で、ガソリン等エネル
ギー価格が下落し、コアCPI（除.生鮮食品）の前年比は
+0.6%と前月から横ばい。総合指数は生鮮食品の値下がりにより
前年比+0.5％に伸びを縮小した。

中身をみると、宿泊料や外国パック旅行費が要因となりサービス価
格は前年比を縮小している。一方で、耐久消費財が前年比
+0.2%→+1.1%と伸びを拡大した。ただしこれは趨勢を表してい
るものではなく、携帯電話機の調査対象に新機種が加わったことで
調査価格が上昇した影響が大きいようだ。携帯電話機以外の耐久
消費財の前年比は縮小している。

先行きも10月には消費増税が控えるなかで、物価上昇率が高まっ
ていく展開は想定しづらいだろう。コア指数は原油価格等で振れつ
つも前年比0%台半ばでの動きが続くと想定している。 【全国CPI財とサービスの前年比】

【全国CPI 前年比内訳】

【全国CPI前年比】 — 総合 — コア --- 生鮮・エネルギーを除く

りそな 経済フラッシュ
（日本7月消費者物価指数）

【出所】Bloomberg、IN情報センター
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